
第９回 木曽川水系流域委員会

議 事 次 第

19 11 22 9:30 12:30日時：平成 年 月 日(木) ～

瑞雲西の間場所：メルパルク名古屋 2F

１．開 会

２．挨 拶

３．議 事

( )第８回木曽川水系流域委員会議事要旨の確認1

( )木曽川水系大規模事業（木曽川水系連絡導水路）2

( )意見聴取の取り組み3

( )木曽川水系河川整備計画原案(案)4

( )その他5
・今後の予定

４．閉 会
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第９回 木曽川水系流域委員会 配席図

名古屋大学大学院工学研究科 教授

辻本 哲郎 ○ ［委員長］

前中部地方整備局事業評価監視委員会委員
（ＮＰＯ法人シルバー総合研究所理事）

重網 伯明

名古屋大学エコトピア科学研究所講師

岡山 朋子

○
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木曽川水系流域委員会 規約 
  
（名 称） 

第１条   本会は、「木曽川水系流域委員会」（以下「流域委員会」という。）と称する。 

 

（目的及び設置） 

第２条     流域委員会は、木曽川水系河川整備計画（案）の策定にあたり、河川法第 16 条の 2

第 3 項に規定する趣旨に基づき、学識経験を有する者の河川に関する意見を聴くことを

目的として、国土交通省中部地方整備局長 （以下「局長」という。）が設置する。 

 

（組織等） 

第３条     流域委員会の委員は局長が委嘱し、別紙の通りとする。 

２．委員の任期は平成 21 年 2 月 27 日(委嘱日より 2 年)までとし、再任は妨げない。 

３．必要に応じて臨時に委員以外の学識経験を有する者を招聘することができる。 

  なお、臨時委員の任期は、委員の任期に準じて平成 21年 2月 27 日までとする。 

 

（情報公開） 

第４条     流域委員会は原則公開とし、委員会資料及び議事録については公表する。 

 

（会 議） 

第５条     流域委員会には委員長、副委員長を置くこととし、委員長、副委員長は別紙の通りと

する。 

２．委員長は流域委員会の議事を進行する。 

３．委員長に事故があるときは、副委員長が代行する。 

４．会議の招集・開催は局長が行う。 

 

（事務局） 

第６条     流域委員会の事務局は、国土交通省中部地方整備局河川部及び木曽川上流河川事務所、

木曽川下流河川事務所が行う。 

 

（規約の改正） 

第７条   本規約の改正は、流域委員会委員総数の過半数の同意をもってこれを行う。 

 

（雑 則） 

第８条   本規約に定めるもののほか、流域委員会の運営に関し必要な事項は、委員の意見を聴いて

委員会が定める。 

 

付則 

（施行期日） 
この規約は、平成１９年 ３月１３日から施行する。 
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岐阜大学、愛知大学等兼任講師 

地  理 
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※ 大野睦彦委員には(社)中部経済連合会の代表として、宮池克人委員には中部電力(株)の代表として参画頂

いています。 
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木曽川水系河川整備計画策定の進め方(概念的フロー図)

木曽川水系行政会議
（関係自治体）

木曽川水系識者から
勉強する会

（学識経験者）

整
備
計
画

策
定

＜河川法第16条の2第4項＞

・公聴会
・縦覧
・ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ(ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ) etc.

ステージⅠ ステージⅡ ステージⅢ

ふれあい懇談会
※29会場で開催(沿川29市町)

   

ふれあい懇談会
9月15日開催(岐阜市,大垣市,美濃加茂市,   

名古屋市,一宮市,桑名市)
10月20日開催(岐阜市,一宮市,桑名市)
11月17日開催（岐阜市,一宮市,桑名市）

整備計画
（原案）

整備計画
たたき台

【河
川
管
理
者
】

整理
反映

整理
反映

関
係
機
関
連
絡
調
整
・
協
議
（関
係
省
庁
）

整備計画
（案）

<河川法第16
条の2第5項>
県知事

意見聴取

【住

民
】

【学
識
経
験
者
】

【行

政
】

情報共有

【関係住民の意見を反映
させるために必要な措置】

【河川に関し学識経験を
有する者の意見聴取】

【関係知事の
意見聴取】

河川管理者が、住民・学識経験者・行政からそれぞれ意見を聴取し、情報共有を図る

＜河川法第16条の2第3項＞

木曽川水系流域委員会
（学識経験者）

木曽三川整備計画策定説明会

（関係自治体）
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平成９年河川法改正(河川整備基本方針等策定の流れ)

○地域の意見を反映した河川整備の計画制度を導入
○長期目標と、20～30年間の整備計画の2本立てに変更
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河川整備基本方針及び河川整備計画の概要

・学識経験を有する者の意見を聴く
・関係住民の意見を反映させるために
必要な措置を講じる

・関係都道府県知事又は関係市町村長
の意見を聴く

・社会資本整備審議会の意見を聴く
計画策定
の手続き

○河川の整備の実施に関する事項
・河川工事の目的、種類及び施行の
場所並びに当該河川工事の施行に
より設置される河川管理施設の機
能の概要

・河川の維持の目的、種類及び施行
の場所

○河川の整備の基本となるべき事項
・基本高水並びにその河道及び
洪水調節ダムへの配分

・計画高水流量
・計画高水位及び計画横断形に
係る川幅

・流水の正常な機能を維持する
ため必要な流量

○河川整備計画の目標
○河川の総合的な保全と利用に
関する基本方針記載事項

河川整備基本方針に沿って計画的に
河川の整備を実施すべき区間について
当該河川の整備に関する計画

河川の整備についての基本となるべ
き方針

内 容

河川整備計画河川整備基本方針
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木曽川水系流域委員会の運営について 
 

（主 旨） 
   木曽川水系流域委員会（以下「流域委員会」という）の議事を円滑に進めるために傍聴にあ

たってのお願いなどを定めたものです。 
 
（傍 聴） 

    １．流域委員会を傍聴される方は、会議場に入室する前に受付において「一般傍聴者受付

簿」に必要事項を記入していただきます。 
 
   ２．会場内に傍聴者席を準備致しますが、会場の都合により満席の場合は入室をお断りす

ることがあります。 
  
    ３．傍聴者は会場内において、次の事項を守っていただきます。守っていただけない場合

は、退室していただく場合があります。 
①委員への意見、言論への批判、賛否の表明、拍手などは遠慮願います。 
②意見等がある場合は、事務局にお申しで下さい。所定の用紙により意見等を述べる

ことができます。いただいた意見等は、後日、委員へ情報提供するとともに、ホー

ムページ等にて公表します。 

なお、いただいた意見等への対応は、ふれあい懇談会での意見等と併せ、所定の時

期にホームページ等で公表します。 

③私語、談論や機器操作等の雑音等が生じる行動は遠慮願います。 
④会議中の立ち歩きや、会場への出入りは極力遠慮願います。 
⑤携帯電話の使用は遠慮願います。 
⑥フラッシュライトや撮影照明等を使用した撮影は遠慮願います。ただし、冒頭の委

員長挨拶までそれらを使用した撮影は可能とします。 
⑦会議内容の筆記、録音等は可能とします。 
⑧その他、議事の妨げとなるようなことは遠慮願います。 

  
４．流域委員会は原則公開で行いますが、非公開の決議がなされた時、または委員長が傍

聴されている方に退出を命じた時は、傍聴できませんので、速やかに退出していただ

くことになります。 
 

     ５．その他、傍聴される方は事務局の案内に従っていただきます。 
  

（情報公開） 
    委員会資料及び議事録については、国土交通省中部地方整備局ホームページなどで公表

としますが、貴重種の情報、個人情報保護法に抵触するもの等について非公表とする場合

があります。 
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木曽川水系流域委員会 意見シート 

 
意見等がございましたら、このシートに記入の上、事務局（受付）にお渡し 

下さい。 

 

 

 名前
ふりがな

 
 

所属（職業） 
 

住所 

〒   - 

電話番号 
 

E-mail 
（※お持ちの方はご記入願います） 

 

意 見 
 

第9回木曽川水系
流域委員会 資料-1


